
現場一人ＫＹ
自問自答カード

作業前にこのカードで一人指差呼称のこと

名前  『群馬森林管理署における安全の取組』
発表者：群馬森林管理署 井上ともの 石栗英人 山本啓介

２ 目的 なぜ類似事故が起きるのか？
 災害発生シナリオ   ヨシ！

※ 本紙で構成するコンテンツは、著作者（群馬森林管理署 野畑署長）の許可を得て使用しています。 ※写真に登場している人物には、掲載の許可を得ています。

実効性
ある

安全活動 パラダイムシフト

・ 類似災害を未然に防ぎ、ゼロ災職場を目指すには、「危険源」「危険状態」を
漏れ落とすことなく「災害発生メカニズム」への対策を講ずる必要

従来の
ＫＹ活動

・ 人が接する「危険源」の特定や「危険状態」発生のシナリオを通り越し、
いきなり個人の頭で気づく「危険事象」のみを探していた傾向

マンネリ化

【現場一人KY自問自答カード】

・災害事例のうち特に多い災害を定型化

使用するとき
➢ 一日の作業に入る前
➢ 新たな作業を行う前

現場での従事者一人ひとりが
（＝自分事として）指差呼称
（＝あらゆる角度に視線と注意）

【ヒューマンエラー９つの要因】

・事故原因にはヒューマンエラーが介在
・危険事象が何によるものか、振り返る
ために「９つの要因」に類型化

使用するとき
➢ ヒヤリハットを起こしたとき
➢ 作業後のミーティングでの振り返りに
（＝振返りと予防）

※ 図は、「主なき安全～リスクアセスメントの暴走～」
（濱田勉・労働調査会）の記述を基に図化したものです。

【災害発生の構造を知った上での実践】

＊危害を引き起こす
 潜在的根源

＊人間が危険源に
 近づいた状態

＊不安全行動で
危害をもたらしうる
状態

【例】腰鉈を身に着け、ポールを手に持ち、
危険源 危険状態 危険源 危険状態

斜面を歩行中に転石に足を取られたが
危険事象（ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ要因（近道本能…））

何とか踏みとどまった
回避（成功）ヒヤリハット

【これを未然に防ぐ】 【何が要因かを振り返る】

（従来は
マンネリ化）

視点を
中心に

不注意
を排除

３ 方法 一人ひとりに届く安全対策
  安全対策は自分事 ヨシ！

・ ヒトの特性は
①錯覚を起こす
②視線の中心２°（一円玉）
でしかものが認められない

指差呼称

・ 災害原因となるヒューマンエラーは、
人間の特性×周囲環境の結果として
発生
・ この特性から生じる災害への唯一
の対策は…

１ 背景 群馬森林管理署の問題意識
  ヨシ！

・群馬森林管理署 野畑署長が、林業現場用に考案した「現場一人KY自問自答」
「ヒューマンエラー９つの要因」カードを用いて、安全対策を実施

R４年度
公務災害
２件

R５年度
公務災害
１件

R６年度
安全管理
重点署

職員全員が
労働災害を
起こさない
安全な職場
づくりを実践

４ 活用 請負事業体・署外への展開
ヨシ！

R6/１０/１１：群馬署・緊急安全会議を実施

① 講義中の野畑署長

現場で請負事業体へ呼びかけ

R６年度
請負事業体
労働災害
３件

【激突】
【転落】
【疾病】

① R6.11.18関東森林管理局安全講習会で局・署等職員へ
② R6.12.25林業・木材製造業労働災害防止協会群馬県支部へ
③ R7.2.14福島県素材生産共同組合創立50周年記念セミナー
④ R7.2.20前橋林業土木協会群馬支部で管内事業体へ（予定）
⑤ R7.2.26群馬県内国有林治山・林道工事意見交換会（予定）

要請があるところに出向いて普及展開

mail

署からの災害情報
（概況）には、ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ
要因を入れて提供

全ての請負
現場で、
現場一人ＫＹ
×ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ
対策を徹底
実施

請負事業体への展開

５ 改善 利用者の声 ヨシ！

群馬署ホームページ
のQRコード

署（監督員） ⇔ 現場（代理人・従事者）

現場「たくさん印刷して
職員に配布したい。」

署 「群馬森林管理署の
ホームページに
PDFデータを公開。」

疑問
現場「同行者がやってい

ると自分はやらなく
てもいいかと思っ
てしまう。」

署「自分の安全を自分事
にする必要。やらされ
感ではなく自身を守
るため感情に訴える
声掛けを！」

改善
現場「ポケットに入れて

毎日一人ＫＹ活動を
しているが洗濯した
り、よれよれになっ
てしまう。」

署 「ラミネート加工して
配布してはどうか。」

改善

複製OK
配付OK

群馬署 安全対策
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